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令和５年度 第３回 コミュニティ・スクール委員会（学校運営協議会）議事録  

記録：渡邊 

■日時：令和５年１０月２８日（土）14:00～16:00 

■場所：小金井第四小学校 会議室 

■出席者：新保 佳子（会長） 山口 縁（副会長）   

天野 達彦委員  杉山 孔宏委員  日下部 順子委員  前田 剛委員  鈴木 由里委員 

(学校) 諏訪 伊都子  小幡 聖  渡邊 

■欠席者：杉山 雅楽子委員  渕上 直美委員  森 一格委員 

１ 校長より 

〇 運動会開催についてご支援に感謝申し上げます。お寄せいただいたご意見ご感想を前向きに捉

えていきたい。次年度以降、運動会を１０月後半の開催を検討している。 

 〇 学校公開では、保護者の皆様のご協力により無事に実施することができた。６年生の薬物乱用防

止教室、５年生の情報モラル教室を実施し、多数の保護者に参観していただいた。子供のみなら

ず保護者の方に参観していただく機会を今後も設けていく。 

 

 〇 学校評価(教員・児童の中間) 報告 

 ・「子どもの権利に関する条例」について知らない児童が３０％程いるため、繰り返し周知する。 

 ・いじめ防止については学期に１回の授業実践を行った。相談窓口について引き続き周知していく。 

 ・ICT機器の活用に課題があったが、学力向上につながる活用実践について長期的に追跡を行う。 

 ・外部講師を招聘した探究的な学習や体験的な学習は、今後も継続していく。 

 ・お知らせ等のペーパーレス化を進めているが、紙の方が伝わるものは印刷して発信を継続する。 

 ・道徳の校内研究は進んでいるが、児童自身が自分の生活に返る授業展開を工夫していく。 

 ・ハチドリプロジェクトは、今後も継続していく。 

 ・長縄、短縄、持久走大会など、目標を確実に設定して体力向上を図っていく。 

 ・学校行事等で、受付に ICT機器を活用する取り組みは好評であり今後も継続していく。 

 →11月のコミュニティ・スクール委員会において、中間報告についての意見交換をお願いしたい。 

 

２ 各委員より 

 【運動会について】 

 ・開催時期について、天候や気候に合わせ検討する必要がある。全力走は、同程度の走力の子を組

にする配慮は良い。入退場や椅子が無かったことなど変化を感じた。 

・全力走に順位を付けなかったことは驚いた。中学に進学すると体育祭は一日開催で順位も付く、進

学後のギャップについては懸念が残る。 

 ・受付は、地域学校協働活動として、地域人材が行った方が来賓の方が分かり、よいと思った。 

 ・高学年の表現に時間が空いた時に機転を利かせ先生がインタビューをしていたのが良かった。ま

た、高学年リレーが最初にあったのは行事のボルテージが一気に上がりとても良かった。 

 

 ３ 地域学校協働活動報告 

【運動会】 

 ・受付と自転車置き場の管理を地域のスタッフ１２名で行った。PTA と地域が協働することで双方の良

い関係を築くことを目的として実施した。 

 ・思いやり席までの動線が混んでおり、席まで辿り着けない事例があった。 

 ・保護者の方がルールを守っていて、PTAの動きもスムーズであった。 
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【夏休みラジオ体操】 

 ・７月２１日〜８月４日に実施 参加者が一日平均２５名、中学生ボランティアが６名、途中から小学生

ボランティア（５年生以上）も３名参加した。 

 ・ボランティアはハンコ押し、体操の模範演技、終了後に校庭の１０分清掃を行った。 

 ・最終日、地域の方がボランティアの中学生に感謝を述べた。有意義な時間を過ごすことができた。 

 ・中学生ボランティアの保険については、今後予算を検討したい。 

 

【避難所運営防災訓練】 

 ・８月６日校庭と体育館で６４名が参加。地域と中学生の距離が近くなった。 

 ・中学生と地域と一緒に避難所の受付や運営、マンホールトイレの設置、火起こしなどを体験した。 

 

【副校長より】 

 ・今年の運動会は南中の学校公開と重なってしまったため、次年度は日程を調整する。 

 ・ラジオ体操は、以前行っていた地域の方々の取り組みを引き継ぎ大変有意義なものであった。 

 

【新保会長より】 

 ・前原小では CS委員の方の中にビジネススクールの校長が在籍している。そこで南中なども含め連

携している。学校によって特色が違うので、学校を超えた交流を考えていきたい。 

 

４ その他 

〇 学校のトイレの洋式化について(副校長) 

 前回トイレの問題をこのコミュニティ・スクール委員会で提議していただいた。そのこととは別に四小 

の PTA会長が代表として８月に市長や教育長に現状をお伝えしに行った。回答としては、PTAの note

に詳細が記載されているのでご覧いただきたい。 

 

〇外部講師授業（情報安全教室、薬物乱用防止教室）について 

講演中に子どもが落ち着かない様子が見受けられたが、被害を受けていないからそうしていられる

のではないかと考える。薬物乱用防止講座でも、実情をしっかり把握して教育にあたる必要があると考

える。四小の環境は安全でありそれは喜ばしいことだが、中学・高校や社会に出て、小金井とは違う環

境に置かれた時にショックを受けるのではないかという懸念が残る。 

 

〇小金井市オンブズパーソンによる授業について 

「子どもの権利条約」を知らない子どもが多いことは中学生にも言える。小金井市オンブズパーソン

による授業はよい取組である。小金井市は随分昔からこの取組を行っている。過去に、「小金井市子ど

もの権利に関する条約」の制定について長く時間を掛けた経緯がある。児童青少年課が中心になって

進めてきた。四小の学校評価にもこの文面が出てきたことで、認知度が高まることを望む。 

  
  

３ 事務連絡 
  

第４回コミュニティ・スクール委員会（学校運営協議会）  

１１月１８日（土） １４時から１６時  場所：四小 会議室 

    ・学校評価(中間) 

  ・全国学力・学習状況調査結果  

・地域協働活動 


